
























　医療分野研究開発計画の成果の最大化に向けて、これまで構築した国際的なネット
ワークの基盤を効果的・効率的に活用し、重点的に連携強化すべき地域・国（米国、欧州
主要国）や重点分野（感染症、がん・ゲノム、認知症研究）を念頭におき、国際連携を戦略
的に推進しました。

2022年度の
取り組み

国際連携の取組

AMED社会共創EXPOの様子
（写真上 AMED三島理事長　下 登壇者・参加者）

❶ e-ASIA 共同研究プログラム
❷ アフリカにおける顧みられない熱帯病（NTDs）対策のための
国際共同研究プログラム

❸ 地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム SATREPS
❹ 戦略的国際共同研究プログラム SICORP

❺ 地球規模保健課題解決推進のための研究事業
❻ 日米医学協力計画 (USJCMSP)
❼ 日米医学協力計画の若手・女性育成のための日米共同研究公募
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シャーガス病は、WHO が指定する「顧みられない熱帯病」の一つです。媒介
昆虫を通してヒトに感染し、死に至ることもあります。
エルサルバドル保健省や地方自治体と協力し、エルサルバドル全域で調査した

結果、媒介昆虫（サシガメ）の家屋侵入率は 34％で、病原体への感染率は 10％
でした。媒介昆虫はエルサルバドル全域に遍在していましたが、病原体への感染
率は地域によって異なり、特に感染率が高い地域が確認できました。

▶成果・取組概要

▶今後

肝吸虫感染による胆管がんのPDX樹立と個別化医療への展開
事業名：医療分野国際科学技術共同研究開発推進事業 戦略的国際共同研究プログラム（SICORP）

e-ASIA共同研究プログラム
https://www.amed.go.jp/program/list/20/01/003.html

実施機関（研究開発代表者）：熊本大学（岡田誠治）
研究課題名：肝吸虫感染を起因とする胆管がんのPDXの開発と個別化医療への展開（2018年度～2022年度）

非臨床

非臨床

基礎的
・応用

医療研究推進のための横断的取組

PDXマウスモデルとその有用性

PDXに最適化された
超免疫不全マウスの開発

肝吸虫感染由来の PDX樹立結果
（2022年 5月時点）

マウス発生工学のオンライ
ンワークショップの様子（タ
イ、コンケン大学）2022 年
3月

知的財産、実用化に関する取組

▶「日米競争力・強靱性（コア）パートナーシップ」に基づく連携を強化
地球規模保健課題解決推進のための研究事業（日米医学協力計画）をはじめとした機構内複数事業の PS/PO、研究者、
AMED スタッフが横断的に参加する日米連携強化プランニングワークショップをNIAID とともに企画・開催し、感染症分野に
おける日米の研究者がより連携できるような将来的な取組・方向性を検討しました。

▶重点分野の国際共同研究事業の企画・実施（新規SICORP 事業）
英国医学研究会議（MRC）やオーストラリア国立健康医学研究会議（NHMRC）と新規国際共同研究事業を企画・設計し、
認知症研究を対象として2022年度（令和4年度）に開始しました。シンガポール科学技術研究庁（A*STAR）との間で2023年度（令
和5年度）からの研究テーマを「がんの複雑性」とし、公募に向けた調整を実施しています。

エルサルバドル現地調査による成果：
シャーガス病感染の高リスク地域を特定
事業名：医療分野国際科学技術共同研究開発推進事業（地球規模課題対応国際科学技術協力
　　　　プログラム SATREPS）　https://www.amed.go.jp/program/list/20/01/001.html
実施機関（研究開発代表者）：群馬大学（嶋田淳子）
研究課題名：シャーガス病制圧のための統合的研究開発（2017年度～2022年度）  

基礎的
・応用

（図）Trypanosoma cruzi の感染率

▶成果・取組概要
シャーガス病は、WHO が指定する「顧みられない熱帯病」
の一つです。媒介昆虫を通してヒトに感染し、死に至ることも
あります。
エルサルバドル保健省や地方自治体と協力し、エルサルバドル

全域で調査した結果、媒介昆虫（サシガメ）の家屋侵入率は
34％で、病原体への感染率は 10％でした。媒介昆虫はエルサル
バドル全域に遍在していましたが、病原体への感染率は地域に
よって異なり、特に感染率が高い地域が確認できました。

▶今後
現地の限られた感染対策物資を効率的に配分するためには、媒

介昆虫の侵入と寄生に関する客観的リスク評価が必要不可欠で
す。本研究結果により、特に感染の高かった地域を対象に、継続的・
選択的な媒介昆虫対策が可能となり、自治体による効率的な媒介
昆虫対策資源の割り当て等への活用が期待されます。

▶成果・取組概要
肝吸虫症は持続的感染が続くと高い確率で胆管がんを誘発する
ため、タイを含む東南アジアで大きな社会問題となっています。
そこで研究グループは、肝吸虫感染に起因する胆管がんの患者腫
瘍組織移植モデル（PDX）作成に必要な超免疫不全マウスを確立
し、胆管がんサンプルを用いてPDXを作成し、胆管がん細胞株
（PDC）を樹立しました。また、樹立したPDXを用いる治療薬の
評価系を作成し、治療効果が期待できる薬剤スクリーニングを行
うことが可能となりました。

▶今後
今後、日本で推進されている胆管がんの PDX/PDC バンクと
の比較により、日本人胆管がん患者の病態解析に基づく薬剤を同
定することが可能となり、日本・タイにおける個別化医療の展開
にも大きく貢献することが期待されています。
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※研究開発課題数は、新規並びに継続分を含む2022年度の実施課題数
※研究課題管理システム（AMS）データ（2023年6月時点）を
　もとに集計。ただし、医療研究開発革新基盤創成事業（CiCLE）を除く
※「その他」には、疾患を特定できない基礎的な研究開発課題や、
　研究基盤・創薬基盤整備等の研究開発課題などが含まれる

基礎から実用化まで

2,527件の
研究開発課題を
実施しました。

応募件数 4,467件
採択件数 1,049件
採択率 23.5%

2022年度
研究機関からの知財報告

（発明等の創出・出願・権利化の報告）は

2,499件
ありました。

研究開発課題

研究機関分類別の
研究開発費配分状況

バイ・ドール報告

2022年度

2022年度

●60-69歳
125名（14.4％）

●50-59歳
276名

　（31.8％）

●40-49歳
319名（36.8％）

●30-39歳
133名（15.3％）

●大学等
    921億円
　（60.9％）

●民間企業等
   192億円

（12.7％）

●財団・社団法人等
   68億円

（4.5％）

●独立行政法人・
国立試験研究機関
308億円（20.3％）

●地方公共団体等
   24億円（1.6％）

●その他
1億円（0.1％）

新規課題
研究代表者年齢層

※公募に対するAMED公開情報等（2023年8月時点）をもとに、
　年度ごとに集計
※採択率は、各年度の全応募件数に対する全採択件数の割合

公募に対する
応募件数・採択件数・採択率

■採択件数■応募件数 採択率

件
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％
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2022年度2021年度2020年度2019年度2018年度

22.5％

766 1,098 1,049846

3,767 3,998 4,810 4,467

885

4,021

19.2％

22.8％ 22.0％ 23.5％

※AMSデータ（2023年6月時点）をもとに
集計。ただし、医療研究開発革新基盤
創成事業（CiCLE）を除く

※研究開発費は、委託事業または補助事
業における契約・交付金額（間接費等
を含む年度末の最終契約額）で研究代
表者のもとで研究開発の一部を他の研
究機関に分担又は再委託されたものを含
めた2022年度の研究開発費の総額

※研究開始年度が2022年度で
ある課題の研究代表者延べ人数

※年齢は生年月日をもとに、研究
開始年度当初の年齢から年齢
階級別に集計

※e-Rad(府省共通研究開発管理シス
テム）データ（2023年6月時点）を
もとに集計。ただし、生年月日が
不明の者は除く

●70歳以上
11名（1.3％） ●30歳未満

3名（0.3％）

AMEDが推進する医療研究開発は多岐にわたるため、AMEDはどんな組織でどんなことをやっているのか、
全体像をひとめでわかるよう、データを使ってご紹介します！

ひとめでわかる！AMEDAMED
DATA

2023年度現在で

設立9年目です。

上記人材を配置し、
研究開発課題の評価及び
業務運営を進めています。

設 立 支出予算の内訳と事業

評価・運営体制

※2023年１月１日現在
※全体職員数（役員含む）

職員数

670名

2015年
（平成27年）
4月

6名PDプログラム
ディレクター

約130名PSプログラム
スーパーバイザー

約380名POプログラム
オフィサー

●基金事務費
（基金勘定）
　8億円（0.6％）

●受託部門（一般）
2億円（0.1％）

●寄付金部門
（一般）
1億円（0.1％）

●運営費
交付金部門（一般）
66億円（5.3％）

●補助金部門（一般） 
1,167億円 （93.8％）

収入予算

1,245億円

※2023年3月時点

医薬品プロジェクト
318億円（12.9％）

医療機器・
ヘルスケアプロジェクト

111億円（4.5％）

再生・細胞医療・
遺伝子治療
プロジェクト
181億円（7.4％）

疾患基礎研究
プロジェクト
149億円（6.1％）

ゲノム・データ基盤
プロジェクト
173億円（7.0％）

※2023年度の収入予算
※2022年度以前の基金等に係る収入は
当該年度に計上

※上記経費に加え、内閣府に計上される
「科学技術イノベーション創造推進費
（555億円）」のうち、175億円を医療
分野の研究開発関連の調整費として
充当される見込

※当初予算のうち「競争的資金事務費」
を除く

※2023年度の支出予算

※基金等の収入は2022年度に
計上されていることから収入
予算との差額が発生

※上記経費に加え、内閣府に計
上される「科学技術イノベー
ション創造推進費（555億
円）」のうち、175億円を医療
分野の研究開発関連の調整費
として充当される見込

シーズ開発・
研究基盤
プロジェクト
235億円（9.6％）

運営費交付金等
70億円（2.9％）

2023年度

支出予算
2,456億円

2023年度

新規採択課題
研究代表者のうち

40歳未満は136名で

全体の16%

2022年度

0
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その他感染症成育難病老年医学・
認知症

精神・
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638

230 252

126

422

94

378 387

大学・研究機関等
1,229億円

民間企業等 192億円

2022年度

基礎研究～実用化と
幅広く配分

（2023年3月時点）

基金等その他事業
1,218億円（49.6％）
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※研究開発課題数は、新規並びに継続分を含む2022年度の実施課題数
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※基金等の収入は2022年度に
計上されていることから収入
予算との差額が発生

※上記経費に加え、内閣府に計
上される「科学技術イノベー
ション創造推進費（555億
円）」のうち、175億円を医療
分野の研究開発関連の調整費
として充当される見込

シーズ開発・
研究基盤
プロジェクト
235億円（9.6％）

運営費交付金等
70億円（2.9％）

2023年度

支出予算
2,456億円

2023年度

新規採択課題
研究代表者のうち

40歳未満は136名で

全体の16%

2022年度
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その他感染症成育難病老年医学・
認知症
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習慣病
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230 252

126

422

94

378 387

大学・研究機関等
1,229億円

民間企業等 192億円

2022年度

基礎研究～実用化と
幅広く配分

（2023年3月時点）

基金等その他事業
1,218億円（49.6％）
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各種手引き・サービス等のご紹介

 AMEDは「成果を一刻も早く実用化し、患者さんやご家族の元にお届けすること」を目指
し、基礎研究から実用化に至る一貫した研究開発を推進し、新たな医療技術等の様々な疾
患への展開を図っています。
また、研究開発環境の整備を総合的かつ効果的に行うため、医療研究に携わる方々向け

に、さまざまな教育資材やサービス等を制作、提供しています。ぜひ、ご活用ください。

実用化に向けた知財戦略を理解するための知的財産教材
https://www.amed.go.jp/chitekizaisan/chizai_kyouzai.html

国民に向けた医学系研究に関する情報発信のあり方について検討し、科学的な根拠に基づき正しく情報発信するノ

ウハウを構築するという事業目標に沿ったプロジェクトを実施しました。2021年度課題において、医学系研究者が研

究成果をわかりやすく伝えるために注意すべき点、医学系研究で用いられる代表的な用語の解説をまとめた「医学系研

究をわかりやすく伝えるための手引き」を作成し公開しました。

また、2022年度課題では、実際に手引きを用いた医学系研究者・広報担当者向けワークショップ／大学院生向け講

義開催、手引きの改訂、一般向けの用語解説動画やリーフレット等の資材作成、公開シンポジウム開催など様々な取組

みを実施しました。

最新の手引きや医学研究用語集、動画コンテンツ、リー

フレットなどは本プロジェクトのホームページ

（https://ez2understand.ifi.u-tokyo.ac.jp/）か ら 閲 覧

し、ダウンロードいただくことが可能です。

今後も手引きの普及と活用・改善により、良質な情報発

信、国民の医学系研究への理解、研究に参加する一般の方

と医学系研究者のコミュニケーションが促進され、医学系

研究の発展につながることが期待されます。

医療情報をわかりやすく発信するプロジェクト
事業名：研究開発推進ネットワーク事業
　　　　https://www.amed.go.jp/program/list/16/01/013.html
実施機関（研究開発代表者）：東京大学（井出博生）
研究開発課題名：医学研究成果をわかりやすく発信する手引きの提案（2021年度）
実施機関（研究開発代表者）：埼玉県立大学（山田恵子）
研究開発課題名：「医学研究成果をわかりやすく発信する手引き」の普及と改善の提案（2022年度）

　これまで日本全国の 7 機関 12 のバイオバンクで構成してい

たバイオバンク・ネットワークに、神戸大学医学部附属病院バ

イオリソースセンター、信州大学医学部附属病院バイオバンク

信州が新規参画しました。これにより日本の 9 機関 14 のバイ

オバンクの連携となり、膨大な疾患・健常者両方の試料・情報

が集められるようになりました。また、同ネットワークで運用さ

れ て き た バ イ オ バ ン ク 横 断 検 索 シ ス テ ム

(https://biobank-search.megabank.tohoku.ac.jp/v2/）の

対象に両バイオバンクの試料・情報が新たに追加され、より充

実したシステムとなりました。利用者の利活用対象が一層広が

ることで、一人ひとりの体質に合わせた個別化ヘルスケアの実

現を加速させます。

バイオバンク・ネットワークが拡大
事業名：ゲノム医療実現バイオバンク利活用プログラム

（ゲノム医療実現推進プラットフォーム・ゲノム研究プラットフォーム利活用システム）
　　　　https://www.amed.go.jp/news/release_20220701.html
実施機関（研究開発代表者）：東北大学（荻島創一）

研究を進めるにあたっては、実際に研究不正を行ってしまう人は少な

くとも、何らかの理由のために不適切な研究行為をしてしまおうか悩み

ながら思いとどまった例や、周りの人にそれは不適切な行為だと指摘さ

れて不正をせずに済んだ例の方がはるかに多いと考えられます。研究者

にそのような事例を紹介し、似たような境遇になった時に思いとどまれ

るようにするために、AMEDでは「研究公正に関するヒヤリ・ハット集」

を作成・公開しています。2020年３月の第１版発行以来、多くの研究機

関における研究倫理教育に活用していただきましたが、このたび新たな

不適切な研究行為の事例を収載した第２版を2023年3月に発行しまし

た。また、研究活動の国際化に鑑み、ヒヤリ・ハット集第１版の英語版も

作成・公開しました。

研究公正におけるヒヤリ・ハット集
https://www.amed.go.jp/kenkyu_kousei/kiyouzai_hiyarihatto.html

▶医療系学生向け知的財産教材
将来医療研究の最前線を担う、大学・大学院等の学生が、研究成果の実

用化の重要性や実用化に必要な知的財産戦略を理解するために、教育機関

や研究機関の授業や組織内の研修等で利用いただける医療系学生向けの

教材を作成しました。閲覧・利用を希望する場合は、利用申請書を提出し

て下さい。

▶医療研究者向け知的財産教材
医療分野の研究者・研究管理者が、医薬品・医療機器分野特有の出願戦

略、権利化戦略、活用戦略等について理解を深めることを目的とした動画

を公開しています。第1部～4部各10分程度の動画で構成され、どなたで

も閲覧することができます。

医療系学生向け知的財産教材の全体構成

医療研究者向け知的財産教材

プロジェクトホームページ
（東京大学未来ビジョン研究センター内リンク）

医学系研究をわかりやすく
伝えるための手引き

基盤
整備

基盤
整備
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各種手引き・サービス等のご紹介

AMEDは「成果を一刻も早く実用化し、患者さんやご家族の元にお届けすること」を目指
し、基礎研究から実用化に至る一貫した研究開発を推進し、新たな医療技術等の様々な疾
患への展開を図っています。
 また、研究開発環境の整備を総合的かつ効果的に行うため、医療研究に携わる方々向け
に、さまざまな教育資材やサービス等を制作、提供しています。ぜひ、ご活用ください。

実用化に向けた知財戦略を理解するための知的財産教材
https://www.amed.go.jp/chitekizaisan/chizai_kyouzai.html

国民に向けた医学系研究に関する情報発信のあり方について検討し、科学的な根拠に基づき正しく情報発信するノ

ウハウを構築するという事業目標に沿ったプロジェクトを実施しました。2021年度課題において、医学系研究者が研

究成果をわかりやすく伝えるために注意すべき点、医学系研究で用いられる代表的な用語の解説をまとめた「医学系研

究をわかりやすく伝えるための手引き」を作成し公開しました。

また、2022年度課題では、実際に手引きを用いた医学系研究者・広報担当者向けワークショップ／大学院生向け講

義開催、手引きの改訂、一般向けの用語解説動画やリーフレット等の資材作成、公開シンポジウム開催など様々な取組

みを実施しました。

最新の手引きや医学研究用語集、動画コンテンツ、リー

フレットなどは本プロジェクトのホームページ

（https://ez2understand.ifi.u-tokyo.ac.jp/）か ら 閲 覧

し、ダウンロードいただくことが可能です。

今後も手引きの普及と活用・改善により、良質な情報発

信、国民の医学系研究への理解、研究に参加する一般の方

と医学系研究者のコミュニケーションが促進され、医学系

研究の発展につながることが期待されます。

医療情報をわかりやすく発信するプロジェクト
事業名：研究開発推進ネットワーク事業
　　　　https://www.amed.go.jp/program/list/16/01/013.html
実施機関（研究開発代表者）：東京大学（井出博生）
研究開発課題名：医学研究成果をわかりやすく発信する手引きの提案（2021年度）
実施機関（研究開発代表者）：埼玉県立大学（山田恵子）
研究開発課題名：「医学研究成果をわかりやすく発信する手引き」の普及と改善の提案（2022年度）

　これまで日本全国の 7 機関 12 のバイオバンクで構成してい

たバイオバンク・ネットワークに、神戸大学医学部附属病院バ

イオリソースセンター、信州大学医学部附属病院バイオバンク

信州が新規参画しました。これにより日本の 9 機関 14 のバイ

オバンクの連携となり、膨大な疾患・健常者両方の試料・情報

が集められるようになりました。また、同ネットワークで運用さ

れ て き た バ イ オ バ ン ク 横 断 検 索 シ ス テ ム

(https://biobank-search.megabank.tohoku.ac.jp/v2/）の

対象に両バイオバンクの試料・情報が新たに追加され、より充

実したシステムとなりました。利用者の利活用対象が一層広が

ることで、一人ひとりの体質に合わせた個別化ヘルスケアの実

現を加速させます。

バイオバンク・ネットワークが拡大
事業名：ゲノム医療実現バイオバンク利活用プログラム

（ゲノム医療実現推進プラットフォーム・ゲノム研究プラットフォーム利活用システム）
　　　　https://www.amed.go.jp/news/release_20220701.html
実施機関（研究開発代表者）：東北大学（荻島創一）

研究を進めるにあたっては、実際に研究不正を行ってしまう人は少な

くとも、何らかの理由のために不適切な研究行為をしてしまおうか悩み

ながら思いとどまった例や、周りの人にそれは不適切な行為だと指摘さ

れて不正をせずに済んだ例の方がはるかに多いと考えられます。研究者

にそのような事例を紹介し、似たような境遇になった時に思いとどまれ

るようにするために、AMEDでは「研究公正に関するヒヤリ・ハット集」

を作成・公開しています。2020年３月の第１版発行以来、多くの研究機

関における研究倫理教育に活用していただきましたが、このたび新たな

不適切な研究行為の事例を収載した第２版を2023年3月に発行しまし

た。また、研究活動の国際化に鑑み、ヒヤリ・ハット集第１版の英語版も

作成・公開しました。

研究公正におけるヒヤリ・ハット集
https://www.amed.go.jp/kenkyu_kousei/kiyouzai_hiyarihatto.html

▶医療系学生向け知的財産教材
将来医療研究の最前線を担う、大学・大学院等の学生が、研究成果の実

用化の重要性や実用化に必要な知的財産戦略を理解するために、教育機関

や研究機関の授業や組織内の研修等で利用いただける医療系学生向けの

教材を作成しました。閲覧・利用を希望する場合は、利用申請書を提出し

て下さい。

▶医療研究者向け知的財産教材
医療分野の研究者・研究管理者が、医薬品・医療機器分野特有の出願戦

略、権利化戦略、活用戦略等について理解を深めることを目的とした動画

を公開しています。第1部～4部各10分程度の動画で構成され、どなたで

も閲覧することができます。

医療系学生向け知的財産教材の全体構成

医療研究者向け知的財産教材

プロジェクトホームページ
（東京大学未来ビジョン研究センター内リンク）

医学系研究をわかりやすく
伝えるための手引き

基盤
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事務手続

委託研究開発契約および補助事業の事務手続について、事務
処理説明書・様式集を掲載しています。

研究開発にあたっての利益相反管理

医療分野の知財相談全般について
Medical IP Desk

医療分野の知的財産の保護や活用等に関する相談に、医療分
野の知財コンサルタントが、研究成果の実用化を見据えなが
ら、具体的な解決策をアドバイスします。まずは、メールでご
連絡ください。

創薬シーズの実用化に向けた相談について
創薬ナビ

大学や公的研究機関で生み出された優れた研究成果（創薬
シーズ）の実用化を加速化するため、豊富な経験を持つ創薬事
業部の創薬コーディネーターが、創薬研究に取り組む研究者
からの様々な相談に応じます。相談方法、申込書等が掲載さ
れていますのでご参照ください。

実用化に向けた相談窓口

https://www.amed.go.jp
/chitekizaisan/medical_ip_desk.html

https://www.amed.go.jp
/program/list/11/02/001_01-02.html

<問い合わせ先>
AMED実用化推進部 実用化推進・知的財産支援課 Medical IP Desk
E-mail : medicalip@amed.go.jp

https://www.amed.go.jp
/keiri/index.html

https://www.amed.go.jp
/kenkyu_kousei/riekisohan_kanri.html

研究開発の透明性・公正性・信頼性を保つため、研究機関によ
る研究者の利益相反の管理をお願いしています。AMED事業
に参加する研究者（研究開発代表者及び分担者）の利益相反の
管理及びその報告を行ってください。

AMED Research Compass（AReC）

「どの事業に応募すればよいか?」「自分の研究がどの分野に当
てはまるのか?」といった相談を一元的にお受けする窓口です。
相談の流れ等を記載していますので、ぜひご活用ください。

AMEDで実施しているスタートアップ支援

AMEDはスタートアップ企業の支援を行うため、様々な支援
事業を実施しています。また、AMED以外の政府系スタート
アップ支援機関と連携した支援活動も実施しています。

https://www.amed.go.jp
/chitekizaisan/start_up_shien.html

https://www.amed.go.jp
/contact/arec.html

利用者・目的別情報、窓口 情 報 発 信

公募情報検索ページ

AMEDで実施する公募に関する情報を、分野、開発フェーズ、
研究期間など、様々な情報から検索することが可能です。

https://www.amed.go.jp/koubo/index.html
https://www.amed.go.jp

/search.php

その他、公募一覧、公募予告、採択情報等は
下記のページに掲載されていますので、ぜひ
ご参照ください。

AMED事業をご検討の方（公募関連）

AMED事業を実施中の方

ウェブサイト

AMEDに関する基本情報や、AMEDが推進している医療研究
開発事業のご紹介、公募情報、イベント、プレスリリース、成
果情報等、AMEDのあらゆる情報が掲載されています。
AMED事業を活用したい方も、最新の医療研究情報を知りた
い方も、ぜひご覧ください。

https://www.amed.go.jp/

AMEDチャンネル（YouTube）

シンポジウムや報告会の様子、事業の公募や手続に関する説
明会など、紙の資料だけではわかりづらい内容について動画
でご紹介しています。

https://www.youtube.com/@amed

広報ウェブマガジン「AMED Pickup」（note）

今、日本でどのような研究が行われているのか、研究を効果
的に進めて実用化につなげるためAMEDはどのような活動を
しているのかについて、わかりやすくご紹介していきます！

https://amed-gov.note.jp/

公式Twitter

公募開始や採択結果、イベントのご案内、AMEDからのお知
らせなど、AMEDのさまざまな情報や活動を、日々、発信して
います。

日本語：https://twitter.com/AMED_officialJP
英語：https://twitter.com/AMED_officialGL

メール配信サービス

公募情報やイベント開催、研究公正に関する取組や、入札等
の調達に関する情報など、ご希望に応じた情報を、電子メー
ルにてお送りしています。

https://www.amed.go.jp
/pr/mailmagazine.html

フォロー
お願いします！

フォロー
お願いします！

チャンネル登録
お願いします！

配信登録
お願いします！

基本概要
国立研究開発法人日本医療研究開発機構
Japan Agency for Medical Research and Development （AMED）
※略称の「AMED」は「エーメド」と読みます。

名称

医療分野の研究開発における基礎から実用化までの一貫した研究
開発の推進、成果の円滑な実用化及び医療分野の研究開発のため
の環境の整備を総合的かつ効果的に行うため、健康・医療戦略推
進本部が作成する医療分野研究開発推進計画に基づき、医療分野
の研究開発及びその環境の整備の実施、助成等の業務を行う。

目的

2015年（平成27年）4月1日設立日

内閣総理大臣、文部科学大臣、厚生労働大臣、経済産業大臣主務大臣

①役員
　理事長　　　　　三島　良直　
　理事　　　　　　三浦　明
　監事（非常勤） 稲葉　カヨ　　白山　真一

②常勤職員数 : 447名（2023年〈令和5年〉4月1日現在）

組織等

東京都千代田区大手町1-7-1　読売新聞ビル20～24階本部所在地

2023年度（令和5年度）
日本医療研究開発機構向け補助金等　1,248億円
調整費　　　　　　　　　　　　　　175億円＊

＊科学技術イノベーション創造推進費の一部を充当
※上記の他、基金事業・政府出資金事業を実施

予算
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事務手続

委託研究開発契約および補助事業の事務手続について、事務
処理説明書・様式集を掲載しています。

研究開発にあたっての利益相反管理

医療分野の知財相談全般について
Medical IP Desk

医療分野の知的財産の保護や活用等に関する相談に、医療分
野の知財コンサルタントが、研究成果の実用化を見据えなが
ら、具体的な解決策をアドバイスします。まずは、メールでご
連絡ください。

創薬シーズの実用化に向けた相談について
創薬ナビ

大学や公的研究機関で生み出された優れた研究成果（創薬
シーズ）の実用化を加速化するため、豊富な経験を持つ創薬事
業部の創薬コーディネーターが、創薬研究に取り組む研究者
からの様々な相談に応じます。相談方法、申込書等が掲載さ
れていますのでご参照ください。

実用化に向けた相談窓口

https://www.amed.go.jp
/chitekizaisan/medical_ip_desk.html

https://www.amed.go.jp
/program/list/11/02/001_01-02.html

<問い合わせ先>
AMED実用化推進部 実用化推進・知的財産支援課 Medical IP Desk
E-mail : medicalip@amed.go.jp

https://www.amed.go.jp
/keiri/index.html

https://www.amed.go.jp
/kenkyu_kousei/riekisohan_kanri.html

研究開発の透明性・公正性・信頼性を保つため、研究機関によ
る研究者の利益相反の管理をお願いしています。AMED事業
に参加する研究者（研究開発代表者及び分担者）の利益相反の
管理及びその報告を行ってください。

AMED Research Compass（AReC）

「どの事業に応募すればよいか?」「自分の研究がどの分野に当
てはまるのか?」といった相談を一元的にお受けする窓口です。
相談の流れ等を記載していますので、ぜひご活用ください。

AMEDで実施しているスタートアップ支援

AMEDはスタートアップ企業の支援を行うため、様々な支援
事業を実施しています。また、AMED以外の政府系スタート
アップ支援機関と連携した支援活動も実施しています。

https://www.amed.go.jp
/chitekizaisan/start_up_shien.html

https://www.amed.go.jp
/contact/arec.html

利用者・目的別情報、窓口 情 報 発 信

公募情報検索ページ

AMEDで実施する公募に関する情報を、分野、開発フェーズ、
研究期間など、様々な情報から検索することが可能です。

https://www.amed.go.jp/koubo/index.html
https://www.amed.go.jp

/search.php

その他、公募一覧、公募予告、採択情報等は
下記のページに掲載されていますので、ぜひ
ご参照ください。

AMED事業をご検討の方（公募関連）

AMED事業を実施中の方

ウェブサイト

AMEDに関する基本情報や、AMEDが推進している医療研究
開発事業のご紹介、公募情報、イベント、プレスリリース、成
果情報等、AMEDのあらゆる情報が掲載されています。
AMED事業を活用したい方も、最新の医療研究情報を知りた
い方も、ぜひご覧ください。

https://www.amed.go.jp/

AMEDチャンネル（YouTube）

シンポジウムや報告会の様子、事業の公募や手続に関する説
明会など、紙の資料だけではわかりづらい内容について動画
でご紹介しています。

https://www.youtube.com/@amed

広報ウェブマガジン「AMED Pickup」（note）

今、日本でどのような研究が行われているのか、研究を効果
的に進めて実用化につなげるためAMEDはどのような活動を
しているのかについて、わかりやすくご紹介していきます！

https://amed-gov.note.jp/

公式Twitter

公募開始や採択結果、イベントのご案内、AMEDからのお知
らせなど、AMEDのさまざまな情報や活動を、日々、発信して
います。

日本語：https://twitter.com/AMED_officialJP
英語：https://twitter.com/AMED_officialGL

メール配信サービス

公募情報やイベント開催、研究公正に関する取組や、入札等
の調達に関する情報など、ご希望に応じた情報を、電子メー
ルにてお送りしています。

https://www.amed.go.jp
/pr/mailmagazine.html

フォロー
お願いします！

フォロー
お願いします！

チャンネル登録
お願いします！

配信登録
お願いします！

基本概要
国立研究開発法人日本医療研究開発機構
Japan Agency for Medical Research and Development （AMED）
※略称の「AMED」は「エーメド」と読みます。

名称

医療分野の研究開発における基礎から実用化までの一貫した研究
開発の推進、成果の円滑な実用化及び医療分野の研究開発のため
の環境の整備を総合的かつ効果的に行うため、健康・医療戦略推
進本部が作成する医療分野研究開発推進計画に基づき、医療分野
の研究開発及びその環境の整備の実施、助成等の業務を行う。

目的

2015年（平成27年）4月1日設立日

内閣総理大臣、文部科学大臣、厚生労働大臣、経済産業大臣主務大臣

①役員
　理事長 三島　良直　
　理事 三浦　明
　監事（非常勤）　  稲葉　カヨ　　白山　真一

②常勤職員数 : 447名（2023年〈令和5年〉4月1日現在）

組織等

東京都千代田区大手町1-7-1　読売新聞ビル20～24階本部所在地

2023年度（令和5年度）
日本医療研究開発機構向け補助金等　1,248億円
調整費　　　　　　　　　　　　　　175億円＊

＊科学技術イノベーション創造推進費の一部を充当
※上記の他、基金事業・政府出資金事業を実施
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